
説明： 注釈：
（Ｍ）＝機雷敷設任務 （１）Ⅸ型ボートは、「地中海」と「北極海」の結果を「西アフリカ沿岸」として扱う。
（Ａ）＝アプヴェーア諜報員便乗 （２）Ⅶ型ボートは、「西アフリカ沿岸」結果を「大西洋」として扱う。
（Ｗ）＝狼群哨戒 （３）Ⅶ型ボート（ⅦD型を除く）は、「カリブ海」結果を「大西洋」として扱う。
　もしもUボートが補充されたら、恒 （４）ⅦD型ボートは、通常の全ての「イギリス諸島沖」結果は「イギリス諸島沖（Ｍ）」
久的な北極海又は地中海の割当て 　として扱う。
は無効になる。 （５）ⅦD型とⅦ-Flak型ボートは「地中海」が認められず、サイを振りなおす。

サイの目 結果 サイの目 結果
１以下 ３以下 撃墜
２～５ ４～５ 損傷
６以上 急速潜航に成功（航空攻撃なし) ６以上 はずれ

サイの目修正 サイの目修正
－１ 全乗組員がKIA又は重傷（SW）＋１ 1939年 ⅦA型Ｕボート
－１ 新米乗組員 －１ 1942年 －１ Ⅸ型ＵボートのFlak砲が無傷
＋１ エリート乗組員 －２ 1943年 －１ 熟練又はエリートの乗組員状態

－１ （Ｍ）又は（Ａ）タイプ －２ ⅦC Flak型Ｕボート
の哨戒任務

－１ ⅦD型又はⅨ型Ｕボート 結果の説明：
撃墜：航空機遭遇は終了し、次の航海ボックスへ進む

注釈： （もしも要求されても、２回目の航空攻撃は無視する）。
*
例外：もしも航空機が撃墜されたら、２回目の航空攻撃は適用し 損傷：もしも要求されたら２回目の攻撃を解決し、次の

ない。 航海ボックスへ進む（航空機遭遇は終了）。
　成功した航空攻撃は、護衛艦／航空攻撃チャート [3]  上で＋２ はずれ：追加戦闘ラウンドについてサイを振り、もしも
修正を受け、他のいかなる損傷結果にも加えて、自動的に１乗組 護衛艦が到着したら、護衛艦探知チャート [E2]  上で
員死傷を受ける。 ＋１「事前に探知下」ＤＲＭを受ける。
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[E3] 護衛艦／航空攻撃チャート上で２
*
攻撃＋１乗組員死傷

[E3] 護衛艦／航空攻撃チャート上で１攻撃＋１乗組員死傷
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［Ｂ］Flak攻撃対航空機　2d6を振る

＋１

［Ａ］航空機遭遇　2d6を振る

－１　 潜航舵損傷

[P1] Ｕボート哨戒任務　2d6を振る

サイの目 １９３９～1940年３月 １９４０年４月～６月 １９４０年７月～１２月



サイの目移送
２ 航空機 ２
３ 航空機 ３
４ － ４
５ － ５
６ － 艦船＋護衛艦 ６
７ － ７
８ － ８
９ － ９
１０ － １０
１１ － １１
１２ 艦船

1 １２

サイの目
２ ２
３ ３
４ ４
５ ５
６ ６
７ ７
８ ８
９ 艦船＋護衛艦 ９
１０ １０
１１ １１
１２ １２

追加戦闘ラウンド／ ビスケー湾／
サイの目 ジブラルタル海峡 特殊任務

護衛艦 航空機
３ 護衛艦 航空機 結果の説明
４ 航空機 航空機
５ 航空機 －＝遭遇なし。次の航海ボックスに進む。
６ 航空機＝航空機遭遇の解決とFlak 攻撃に進む。
７ 艦船＝艦船サイズと名称を振る。護衛艦なし。
８ タンカー＝タンカー艦船名称についてサイを振る。
９ 護衛艦なし。
１０ 艦船＋護衛艦＝艦船サイズと艦船名称について
１１ サイを振る。護衛艦を伴う。
１２ ２艦船＝艦船サイズと名称の両方について２回サ

イを振る。護衛艦なし。
２艦船＋護衛艦＝艦船サイズと名称の両方につ
いて２回サイを振る。護衛艦を伴う。
主要艦＝主要艦名称についてサイを振る。護衛
艦を伴い、その速度のために追尾できない。

1942年 1942年 護送船団＝各艦船のサイズと名称について４回
1943年 1943年 サイを振る。護送船団は護衛艦を伴う。
ジブラルタル これらの修正は、特殊任務

には適用しない。
注釈：
（１）哨戒中最初の修正前の「12」の目は、ランダ

昼間又は夜間 （1d6を振る） 夜間への変更 （1d6を振る） ム・イヴェントの結果となる。遭遇結果を無視し、
１～３＝昼間　　４～６＝夜間 １～４＝夜間　　５～６＝目標 ランダム・イヴェント [R1] についてサイを振る。

 を見失う 例外：ランダム・イヴェントは、追加戦闘ラウンド
について振っているときに適用せず、当該哨戒

艦船サイズの判定 （艦船毎に1d6を振る） で一度のみ起きる。その代わりに、表の通常の
１～３＝小型／大型貨物船　　４～５＝大型貨物船　　６＝タンカー 遭遇結果を適用する。
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[E1] 遭遇チャート　2d6を振る
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サイの目 サイの目

時期
1939年

1940年（１月～６月）
1940年（７月～12月）

サイの目修正 　各魚雷と／又は甲板砲の射撃 1941年以後
夜間浮上雷撃 について一度サイを振る。

艦長が柏葉騎士十字章叙勲者 注釈：
新米乗組員 （１）２回目の発射は、夜間浮上 　「命中」を獲得した各魚雷について一度振る。

全一般乗組員が重傷（SW)又はKIA攻撃又は非護衛下浮上攻撃と 　もしも優良魚雷 [R1] を持つと、＋１修正を適用する。
艦長が重傷（SW） してのみ可。もしも艦長が騎士

2回目の魚雷発射1 十字章（ＫＣ）叙勲者であると無 結果の説明：

中距離でのＧ７ｅ魚雷 視する。 　＃魚雷不発のサイの目結果を示す。不発は目標艦
遠距離でのＧ７ｅ魚雷 命中結果：魚雷は、不発の可能 船に何ら効果を持たず、損傷原因とならない。

艦長と先任将校が重傷（SW） 性 [U2] についてチェックしなけ
ればならない。

サイの目 結果 サイの目 結果
８以下 非探知下 ２～３ 効果なし
９～１１ ４～６ １命中
12以上 ７～８ ２命中

（＋１攻撃DRM） ９～１０ ３命中
１１ ４命中
１２ ５命中

サイの目修正 １３以上 Ｕボート沈没
－１　　D31105mm甲板砲

サイの目修正 サイの目修正
　命中を獲得した各魚雷又は甲板砲について、 ＋１： 1941　＋２： 1942　＋３： 1943 ＋１ 燃料タンク命中
適切なコラムを使用して一度サイを振る。 －１ ＋１ 水中聴音器故障

＋２ 艦長と先任将校が重傷（SW) ＋１ 蓄電池損傷
結果の説明： ＋１ 艦長が重傷（SW) ＋１ 電動機損傷毎に
＃損傷は、下表に従って目標を沈めるために ＋１ 燃料タンク損傷 ＋１ 夜間浮上攻撃
必要な損傷ポイントまで適用する。 ＋１ 潜航舵故障 (第１ラウンドのみ）

＋１ 主要艦 ＋１ 探知で12＋が振られた
＋１ G7a魚雷／昼間 ＋１ 1943年
＋１ 以前に探知下 ＋２ 航空攻撃
＋１ 近距離（発射後）
＋１ 夜間浮上攻撃（41年＋） 　Ｕボートが探知下だと一度振る。
＋１ 前部＋後部発射（第１ラウンド）   ＃命中は、Ｕボート損傷チャート
＋１/－１　護送船団への狼群攻撃 [E4] 上で振る数に相当する。
－１ 遠距離 命中調整：回避運動と可変する

損傷艦船は、自動的に追尾され得る。 －１ 耐圧殻潜航 護衛艦の質

結果の説明

　適用できない損傷結果は、無視される （例：Ⅶ型Ｕボートに対する「3.7cm Flak」命中）。戦闘ラウンドに続くいかなる浸水結果も、
追加浸水についてチェックしなければならない（1d6を振り、５～６で追加１浸水を受ける）。

　損傷結果の完全な説明については、Ｕボート損傷結果表 [E5] を参照。
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艦長が柏葉剣付騎士十字章叙勲

５１ 浸水 ６１ 水中聴音器

６５ 船体×２

６３ 乗組員死傷×２

６４ 前部魚雷扉

６６ 燃料タンク

1１
１２
１３
１４

2１ ３１
６２

５５ 船体
５６ 甲板砲

５２ 船体
５３

浸水
乗組員死傷

潜望鏡

２２
蓄電池 浸水

１５
１６

潜航舵

電動機１

電動機２
２３ ディーゼル機関１

２４
２５ ディーゼル機関２

２６ 3.7cm Flak

３２
浸水

３３ 船体
３４ 乗組員死傷
３５

Flak砲（群）

３６ 甲板砲

４２ 無線機
４３ 浸水

小損傷

４５ 船体
４６ 2cm Flak

[Ｅ2]　護衛艦探知
チャート　２d6を振る

探知下

船体

探知下

船体４１

主要艦
10,000＋トン

5,001～9,999トン
5,000トン以下

４４ 浸水

[Ｅ３] Ｕボート損傷チャート　１d6＋１ｄ６を振る（護衛艦／航空攻撃から受ける各命中について一度振る）

後部魚雷扉

５４ 浸水×２

乗組員死傷

沈没ポイント 　　艦船タイプ

３
４以上

５損傷
４損傷

近距離

３損傷
２損傷

４損傷 2損傷

２損傷 １損傷
１損傷 １損傷

サイの目

１
２ ３損傷 １損傷

０
魚雷 甲板砲

－ 2損傷

近距離
サイの目

中距離 遠距離
サイの目

６以下　　　　　命中７以下　　　　　命中
サイの目

8以下　　　　　命中

＋１
＋１

１～２
９以上　　　　　はずれ １～２７以上　　　　　はずれ８以上　　　　　はずれ １～３

[Ｅ３]　護衛艦／航空攻
撃チャート　２d6を振る

[Ｕ３] 攻撃損傷チャート　１d6を振る

－１
－１

＋２
＋２
＋１
＋１
＋１

航　空

[Ｕ1] Ｕボート雷撃／甲板砲射撃チャート　2d6を振る [U2]　魚雷不発チャート　１d6を振る

Ｇ７ａ蒸気式 Ｇ７ｅ（電池式）

１～２

１１
１～２

１～３

護
衛
艦



浸水 [Flooding] 
 ボックス内に浸水 [Flooding] マーカーを
置くか又は前進させる。全ボックスが浸水し

たら、Ｕボートはバラストを放出して浮上す

るか、さもなくば沈没する。

 戦闘ラウンドに続き、追加浸水についてチ

ェックするためにサイを振る。もしも機関長

が浸水を止めることに失敗したら、浸水マー

カーを前進させる。戦闘が完了したときに、

浸水マーカーを取り去る。

1d6を振る  結 果
１～４    浸水は止まる       
５～６    追加浸水

機関 [Engines] 
ディーゼル機関 [DIESEL ENGINE]：
 もしも１基のディーゼル機関が故障すると、

Ｕボートは戦闘後に帰還する。帰路には、航

海ボックス毎に遭遇について２度サイを振る。

もしも両機関が故障すると、母港から複数航

海ボックス離れていたら自沈する。もしも１

ボックスのみ離れていると、Ｕボートは母港

へ曳航される。

電動機 [ELECTRIC ENGINE]：
 もしも１基の電動機が故障すると、Ｕボー

トは水中で敏捷に機動できなくなる。この結

果は、護衛艦／航空攻撃 [E3] 中に＋１の不
利な修正となり、又はもしも両機関が故障し

たら＋２修正となる。

 戦闘に続き、各損傷機関について修理を試

みる。

1d6を振る  結 果
１～４    修理完了
５～６ 機能不全

水中聴音器 [Hydrophones] 
 適切な回避行動が行えなえず、護衛艦／航
空攻撃 [E3] について＋１修正を適用する。
戦闘に続き、修理を試みる。

1d6を振る  結 果
１～２    修理完了
３～６ 機能不全

潜航舵 [Dive Plane]
護衛艦探知 [E2]に＋１修正と航空機遭遇

[A1] に－１修正を適用する。戦闘に続いて、
修理を試みる。

１～２    修理完了
３～６ 機能不全

小損害 [Minor Damage] 
効果なし。

船体 [Hull] 
 損傷について、１船体ボックスをマークす

る。全ボックスが損傷したら、Ｕボートは沈

没する。船体損傷は、海上で修理できない。

潜望鏡 [Periscope] 
 潜航攻撃を行うことができない。戦闘に続

き、修理を試みる。

1d6を振る  結 果
１～４    修理完了
５～６ 機能不全

Flak砲（群）[Flak Gun(s)] 
 射撃できない。各損傷砲について、戦闘に

続き修理を試みる。

1d6を振る  結 果
１～２ 修理完了

３～６ 機能不全

甲板砲 [Deck Gun] 
 射撃できない。損傷甲板砲について、戦闘

に続き修理を試みる。

1d6を振る  結 果
１～２    修理完了
３～６ 機能不全

前部／後部魚雷扉 [Fwd/Aft Torpedo 
Doors] 
 前部又は後部扉が開閉不能となり、特定の

部位から魚雷を発射できない。戦闘に続いて、

修理を試みる。

1d6を振る  結 果
１～２    修理完了
３～６ 機能不全

燃料タンク [Fuel Tanks] 
 タンクが漏れる。戦闘中に＋１護衛艦探知
[E2] と＋１護衛艦／航空攻撃 [E3]。戦闘に
続き、修理を試みる。もしも修理に失敗する

と、ボートは哨戒から帰還しなければならな

い。

1d6を振る  結 果
１～２    修理完了
３～６ 機能不全

無線機 [Radio] 
 もしも機能不全であると、乗組員救難につ

いて＋４修正を適用する。

1d6を振る  結 果
１～２    修理完了
３～６ 機能不全

乗組員の死傷 [Crew Injury] 
2d6を振る  結 果
２     艦長（KMDT） 
 ３     先任将校（1WO）
 ４     機関長（LI） 
 ５     軍医（Dr）
６～９    乗組員           

  10 次席将校（2WO）
11 機関長（LI） 
12 アプヴェーア諜報員

 そして乗組員メンバーの死傷についてサイ

を振る。：

1d6を振る  結 果
１～３    軽傷（LW） 
４～５ 重傷（SW）
６      戦死（KIA）         

注釈：追加の負傷については、以下のように

被る。2×LW＝SW、2×SW＝KIA。

 軽傷（LW）は、任務に支障なし。重傷（SW）
又は戦死（KIA）した乗組員メンバーは、任
務を実行できない。以下の罰則を適用する。：

艦長（KMDT）：KIAはゲーム終了。SW結
果は、1WOをKMDTに任命する。探知 [E2]
と命中 [U1] は＋１。
先任将校（1WO）：2WO が任命される。探
知 [E2] と命中 [U1] は＋２。
次席将校（2WO）：もしも 2WO が KMDT
を代行していると、Ｕボートは帰還しなけれ

ばならない。

機関長（LI）：全ての修理のサイ振りは＋１
（追加浸水についてチェックしているときの

修理のサイ振りを含む）。

軍医（Dr）：各航海ボックスで1d6のサイ振
り＝４～６の後、全てのSWはKIAとなる。
乗組員：もしも全ての一般乗組員ボックスが
SW又はKIAであると、命中[U1] のサイの
目は＋１。

蓄電池 [Batteries] 
 直ちには、影響なし。次の戦闘ラウンドか

ら開始して、護衛艦／航空攻撃 [E3] 中に＋
１。戦闘に続いて、修理を試みる。

1d6を振る  結 果
１～４    修理完了
５～６ 機能不全

任務を実行できる熟
練機関長（LI）は、修
理のサイの目を－１だ
け修正する。

 修理の試みに失敗し
たときには、損傷マー
カーを機能不全面に裏
返す。

[Ｅ５] Ｕボートの損傷と修理チャート
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［Ｔ１］小型貨物船目標名簿 1d10＋1d10を振る

サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称

各小型貨物船目標について一度サイを振る。選択：もしもすでに沈没した艦船名称を振ると、振り直す。

［Ｔ２］大型貨物船目標名簿 1d10＋1d10を振る
サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称

各大型貨物船目標について一度サイを振る。選択：もしもすでに沈没した艦船名称を振ると、振り直す。
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い

[T3]タンカー目標名簿 1d10＋1d10を振る

［T4］北アメリカ目標名簿 2d10を振る

各タンカー目標について一度サイを振る。選択：もしもすでに沈没している艦船名を振ると、振り直す。

サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称    サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称

小型貨物船 大型貨物船 タンカー
[T5]主要艦目標名簿
1d10を振る

サイの目 トン数 艦船名称 サイの目 トン数 艦船名称 サイの目 トン数 艦船名称

各艦船目標について一度サイを振る。選択：もしもすでに沈没している艦船名を振ると、振り直す。

*撃沈結果は、哨戒から帰還する
時点で騎士十字章叙勲。もしも

艦長がすでに何らかのタイプの

騎士十字章を叙勲していたら、

次の段階に上昇する。

注釈：すでに沈没している主要

艦の結果が振られたら、遭遇は

発生しない。次の航海ボックス

へ進む。

サイの目 トン数 艦船名称
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[T6] 選択小型貨物船目標名簿 1d6＋1d6を振る

[T7] 選択大型貨物船目標名簿 1d6＋1d6を振る

サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称    サイの目 トン数 艦船名称    サイの目 トン数 艦船名称

サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称    サイの目 トン数 艦船名称     サイの目 トン数 艦船名称

各小型貨物船目標について一度サイを振る。選択：もしもすでに沈没した艦船名称を振ると、振り直す。

各大型貨物船目標について一度サイを振る。選択：もしもすでに沈没した艦船名称を振ると、振り直す。
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［Ｒ１］ランダム・イヴェント ２ｄ６を振る

サイの目　　 イヴェントの説明

人が流された！[Man Overboard!]　大波が艦橋を襲い、事故が起きたとき見張りについていた将校が
海に落ちる。追加の1d6を振り、１＝艦長（ゲーム終了）、２＝ＬＩ（機関長）、３～４＝１ＷＯ（先任将校）、
５～６＝２ＷＯ（次席将校）。Ｕボート・ディスプレイ・マット上で一致する乗組員スペースにＫＩＡ（戦
死）マーカーを置く。もしも影響下の乗組員がすでに戦死（KIA）していたら、このイヴェントは無視する。

奇襲攻撃！ [Caught Unawares!] 太陽の中から航空機が攻撃する。護衛艦／航空攻撃チャートを調
べて攻撃を解決する。Ｕボート・ディスプレイ・マット上で他のいかなる結果にも加えて、１×乗組員死
傷を適用する。

ジャイロ・コンパスの故障 [Gyro Compass Failure] ジャイロ・コンパスが故障する。１～２のサイの目
で修理し（もしも熟練LIが存在すると修正する）、修理のサイ振りに失敗すると、あなたのボートは直ち
に哨戒から帰還しなければならない。

優良魚雷 [Superior Torpedoes]　あなたのボートは、一群の入念に整備された魚雷を搭載している。哨
戒の残りについて、不発のサイの目が＋１だけ修正される。Ｕボート・ディスプレイ・マット上（ランダム・
イヴェント・ボックス）に「優良魚雷」["Superior Torpedoes"] マーカーを置く。

姉妹艦から予備部品を受ける [Spare parts received from sister ship] あなたのボートは、通りか
かった姉妹艦から予備部品を受取る。直ちに、Ｕボート・ディスプレイ・マット上で２つまでの機能不全
機械装置を修理する。もしも現在機能不全の機械装置がなければ、このイヴェントは無視する。

「幸運を」 ["Hals und Beinbruch"] 言葉の意味は「首と足を折れ」 で、「グッド・ラック」の俗語。プレイ
ヤーは、いずれか１つのサイの目を振り直せる。幸運は未来の哨戒に持ち越すことができ、しかもあ
なたの経歴を通して複数回積み上げることができる。Ｕボート・ディスプレイ・マット上（ランダム・イヴ
ェント・ボックス）に「Hals und Beinbruch」マーカーを置く。

ルフトヴァッフェの偵察 [Luftwaffe Recon] 長距離偵察機があなたのために単艦目標（護衛なし）
を発見する。イヴェントを解決するため、直ちに艦船サイズと名称を判定するためにサイを振る。カリブ
海、北アメリカ、西アフリカ沿岸については、イヴェントを無視する。

気象調査報告義務 [Weather Reporting Duty]　あなたのボートは、気象調査報告義務の任務につ
いている。現行と次の航海ボックスは、調査と報告の発信のために費やされる。両方の航海ボック
スについて遭遇は起きない。もしもこのイヴェントが基地へ戻る移送中に起きると、このイヴェントは無
視する。

魚雷が拘束から外れる [Torpedo breaks loose] 作戦中に魚雷が拘束から外れる。Ｕボートディス
プレイ・マット上の未だに死傷していない一般乗組員ボックスにＳＷマーカーを置く。もしも使用可能な
非死傷一般乗組員ボックスがなければ、ＬＷマーカーを持つ一般乗組員ボックスがＳＷとなり、又はも
しも使用可能なＬＷボックスがなければ、最終的にＳＷボックスがKIAになる。もしも一般乗組員ボック
スがすでにKIAでマークされているか、又はあなたのボートがすでに全ての魚雷を消費していたら、こ
のイヴェントは無視する。

大時化 [Severe Storm] 酷い嵐がボートを全ての戦闘作戦を妨げ、ボートを翻弄する。これと次の航海ボッ
クスについては遭遇なし。

「水泳の要求」 ["Swim Call"] 艦長は、乗組員に短時間の水泳を許可することに決める。ある将校が滑
って甲板に頭を打って死亡する。追加の1d6を振る。：１＝艦長（ゲームの終了）、２＝ＬＩ（機関長）、３～
４＝１ＷＯ（先任将校）、５～６＝２ＷＯ（次席将校）。Ｕボート・ディスプレイ・マット上で一致する乗組員
スペースにＫＩＡ（戦死）マーカーを置く。もしも影響下の乗組員がすでに戦死（KIA）していたら、このイ
ヴェントは無視する。このイヴェントは、カリブ海、西アフリカ沿岸、地中海のみに適用し、さもなければ
このイヴェントは無視する。

注釈：
ランダム・イヴェントは、哨戒毎に一度のみ起きる。遭遇チャート上でサイを振って修正前の「12」（又は「６ゾロ」）が出る最初の
ときに、この表を調べる。これが起きるときには、遭遇チャートを無視し、直ちにランダム・イヴェント解決の判定に進む。その哨
戒で後に「12」が振られると、現行の哨戒でランダム・イヴェントが未だに適用されていないのでない限り、列記されている通常
の遭遇が有効となる。ランダム・イヴェントの解決後に、あなたのボートが沈没していたり、艦長のあなたが戦死していたり（ゲ
ームの終了）、あなたが哨戒から直ちに帰還を強制されていない限り、プレイはあたかも現行の航海ボックスについての遭遇
が完了したごとく前へ進む。
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